
令和２年度 事業報告 

 

 

（１）組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）役員構成 

  

理 事 長  森山 正和（神戸大学 名誉教授） 

    

   副理事長  吉田 篤正（大阪府立大学大学院 教授） 

    

   理 事  西村 伸也（大阪市立大学大学院 教授） 

         増田 昇 （大阪府立大学 名誉教授） 

         楠井 祐子（大阪ガス株式会社 企画部 ESG推進室長） 

藤本 啓史（関西電力株式会社 ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境企画室 

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾁｰﾌﾏﾈｼﾞｬｰ） 

 

 監 事  長町 憲一（大阪府 環境農林水産部 エネルギー政策課長） 

         井原 優子（大阪市 環境局 環境施策部長） 

（敬称略） 

 

（３）活動実績 

 

（１）理事会及び総会の開催 

理事会（令和２年７月 21 日）及び総会（書面）（令和２年８月 13 日）を開

催し、令和元年度事業報告・収支決算、令和２年度事業計画（案）・収支予算

（案）、部会・ＷＧ等の新組織体制、会則の改定、理事の選任について議論し、

承認を得た。 

 

 
 
 
 

総 会 

監 事 

理事会 

事務局 

認証制度運営委員会 企画運営委員会 

ＷＧ（必要に応じて） 

ＷＧ（必要に応じて） 部 会 

部会長参加 
ＷＧ主査参加 



 

（２）企画運営委員会の開催 

第１回企画運営委員会（令和２年７月２日）では、部会・ＷＧ等の今後の組

織体制、献本、理事会及び総会に係る議案書（案）等について、また、第２回

企画運営委員会（令和３年３月９日）では、令和２年度の決算予定や活動実績

等について議論した。 

 

（３）部会・ＷＧの開催 

第１回部会（令和２年 11月 11日）では、各ＷＧ（モデル街区ＷＧ＋空間評

価ＷＧ・合同ＷＧ、都市デザインＷＧ、排熱低減ＷＧ、技術評価ＷＧ）の事業

計画案及び情報提供等について、また、第２回部会（令和３年３月９日）では、

各ＷＧの事業報告及び次年度事業計画案等について報告・議論した。 

また、モデル街区ＷＧ＋空間評価ＷＧ・合同ＷＧは計３回、都市デザインＷ

Ｇは計２回、排熱低減ＷＧは計１回、技術評価ＷＧは計６回開催した。 

 

（４）認証制度運営委員会の開催 

第１回認証制度運営委員会（令和３年３月９日）では、「ＪＩＳ Ａ １４９

４ 建築窓ガラス用フィルムの再帰性日射反射性能の測定方法」の制定及びＷ

Ｇの再編に伴い、ヒートアイランド対策技術認証制度 申し込み案内の改訂に

ついて議論し、承認を得た。 

  

（５）啓発セミナー等の開催 

ヒートアイランド対策技術に関するセミナーを開催した。 

開催日時：令和２年 11月 11日 13時 30分から 15時 00分 

開催方法：Ｗｅｂ 

内  容：「暑熱環境に適応したまちづくりについて」 

講演：三坂育正氏（日本工業大学 建築学部 建築学科 教授） 

     「作業現場における暑さ対策の実践事例について」 

講演：赤川宏幸氏（株式会社大林組 技術研究所 都市環境技術研究部 主席技師） 

参 加 者：61名 

 

（６）活動内容の周知 

ニュースレター『大阪ＨＩＴＥＣ ＮＥＷＳ Ｖｏｌ．17』を令和３年３月に発

行した。 

 

（７）ホームページの充実 

コンソーシアムの活動成果等について、随時更新した。 

 

（８）大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアムＰＲ用リーフレットの配布 

認証企業の情報を更新し、関係各所に配布した。 
 
 



 
（９）コンソーシアム等の認知度・ブランド力の向上 

猛暑対策展等のイベントで活動紹介及び会員募集のパンフレットを配架し、

コンソーシアムのＰＲを実施した。 

 

（10）スマートアンブレラデザインコンペの実行委員会に参画 

暑い大阪の新たな街並み形成に向けて、2025年大阪・関西万博開催に相応しく、

市民が安心して賑わうことができ、都市の木質化や暑熱対策となる都市のデザイ

ンアイデアを求める「スマートアンブレラデザインコンペ」の実行委員会に参画

した。 

 



【部会】 

部 会 長：吉田篤正（大阪府立大学大学院 教授） 

 

１．令和２年度事業内容 

  （１）ＨＩＴＥＣ組織の改編並びにＷＧの再編について議論した。 

（２）令和２年度（今後）のＷＧ活動について議論した。 

（３）近畿広域協議会の暑熱分科会について議論した。 

（４）令和２年度ＷＧ活動報告及び令和３年度ＷＧ活動計画について議論した。 

 

２．令和２年度活動状況 

第１回 令和２年 11月 11日 

第２回 令和３年３月９日 

 

【モデル街区ＷＧ＋空間評価ＷＧ・合同ＷＧ】 

モデル街区ＷＧ主査 竹林英樹（神戸大学大学院 准教授） 

空間評価ＷＧ主査  吉田伸治（奈良女子大学大学院 准教授） 

 

１．令和２年度事業内容 

（１）合同ＷＧの活動方針、万博会場も視野に入れたモデル街区の設定について議 

論した。 

（２）神戸市と連携した暑熱環境評価及び暑さ対策の事例が紹介された。 

（３）空間の暑熱環境評価方法の整理と課題について議論した。 

（４）大阪府クールスポットモデル推進事業実施箇所をモデル街区とする可能性を 

議論した。 

 

２．令和２年度活動状況 

第１回 令和２年 10月５日 

第２回 令和２年 12月 10日 

第３回 令和３年２月 24日 

 

３．事業計画における今後の方針 

・大阪府クールスポットモデル推進事業実施箇所をモデル街区として、種々の暑さ対

策の導入効果を評価・検討する。 

・空間の暑熱環境評価方法を整理し、具体的な検討結果について議論する。 

・万博会場の基本計画等について情報収集を行い、合同ＷＧとして暑さ対策提案の可

能性を検討する。 

 



【都市デザインＷＧ】 

都市デザインＷＧ主査 鍋島美奈子（大阪市立大学大学院 教授） 

 

１．令和２年度事業内容 

空間認証制度を新設することを念頭に、クールスポットのラベリング制度について

検討していくこととし、評価指標や計測方法について議論を行った。 

また、クールスポット評価のケーススタディとして、梅田スカイビル及び大日駅前広

場を対象にデータを取得し、評価指標の課題について整理・検討した。 

 

 ２．令和２年度活動状況 

第１回 令和２年 10月 29日 

第２回 令和３年１月 15日 

 

３．事業計画における今後の方針 

クールスポットのラベリング制度の実用化に向けて、技術評価ＷＧと連携し、計測デ

ータ取得方法及び分析方法に関するガイドラインの整備を行った。 

 

【排熱低減ＷＧ】 

排熱低減ＷＧ主査 西村伸也（大阪市立大学大学院 教授） 

  

１．令和２年度事業内容 

（１）人工排熱の大気熱負荷削減について、削減技術の調査と定量的な評価を行う 

とともに、技術の普及促進策について検討した。 

（２）低温の未利用の人工排熱の有効活用策についても検討した。 

（３）新型コロナウィルス感染予防策として換気が重要視されていることから、大量

換気が室内環境とエネルギー消費に及ぼすであろうトレードオフの関係につ

いても検討を加え、大量換気下における室内での熱中症の発生予測や空調換気

システムの利用と新型コロナウィルスの生存・抑制策についても調査した。 

 

２．令和２年度活動状況 

第１回 令和２年 10月 29日 

 

３．事業計画における今後の方針 

・人工排熱の大気熱負荷削減方法の効果検証 

・熱有効＆人工排熱提言に関する情報収集・調査，並びに検討，広報 

・カーボンニュートラル政策におけるヒートアイランド対策技術の評価・検証 

 



【技術評価ＷＧ】 

技術評価ＷＧ主査 西岡真稔（大阪市立大学大学院 教授） 

 

１．令和２年度事業内容 

（１）再帰性反射認定試験法の改訂 

（２）評価対象技術の選定・枠組み、評価方法の検討 

 

２．令和２年度活動状況 

第１回 令和２年９月 17日 

第２回 令和２年 10月 26日 

第３回 令和２年 12月２日 

第４回 令和２年 12月 23日 

第５回 令和３年２月２日 

第６回 令和３年３月 19日 

 

３．事業計画における今後の方針 

日除け、ミスト、その他街区における人への熱的負荷軽減に資する技術を対象に、性 

能評価方法を提案する。 

令和２年度の検討結果に基づき、市販のＷＢＧＴセンサーを用いた実測方法・評価法

について具体化を進める。試験方法については、ＷＧにおいて実施することも検討す

る。 

 

【熱負荷評価手法ＷＧ】 

熱負荷評価手法ＷＧ主査 芝池英樹（京都工芸繊維大学 准教授） 

 

１．令和２年度事業内容 

引き続き、認証制度の対象となる技術の追加が検討される際には、関係のＷＧと連携

して、当該技術に関するシミュレーション手法についての検討を行う。 

 

２．令和２年度活動状況 

大阪 HITEC ヒートアイランド対策技術認証制度で新たに対象となった技術（再帰性

高日射反射率外壁材、同窓フィルム）について、標準的な条件でのシミュレーションプ

ログラム WUFI Proでの性能評価を可能すべく、入力条件や表面放射特性の組み込み方

法等を継続して検討している。 

特に、鉛直壁面での認証技術の評価に関しては、利用する高さを低層（10ｍ以下）、

中層（10〜20ｍ）、高層（20ｍ以上）に三分類し、また、敷地は商業地域として、評価

する壁面が面する前面道路幅や対向建物高さ等の平均幾何形状を街路統計から特定し、

統一的に評価することを検討する。 



３．事業計画における今後の方針 

引き続き、認証制度の対象となる技術の追加が検討される際には、関係のＷＧと連携

して、当該技術に関する WUFI Proを主力シミュレーションツールに据えて、入力パラ

メータの調整や入力条件の整備等についての検討を行う。 


